
  

● 世の重力波のパラメータ推定は、MCMC法ばかり
● これでよいわけがない
● 連星合体、パルサーはもちろん
● バーストでは方向推定、波形推定など。特に方向推定では、グ
リッドサーチではlikelihoodを計算するのに、0.5度のグリッド
で2*360*2*180=259200回繰り返す必要がある。これはlow 
latencyの現在のリミット（数分）を与える部分。

● detcharではクラスタリング、波形推定、スペクトル推定
（BayesLine、BayesWaveでは1000秒のデータ処理に1時間か
かったりする）など、他の手法を試す価値があると考える。

● 現在Particle Swarm Optimizationを試している。
https://github.com/gw-analysis/detector-characterization/tree/master/attic/pso
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最近のPSOを使った論文
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